
 

 

 

 

令和３年９月２７日 

 

▼タイトル 

琵琶湖文化館開館 60周年・史跡藤樹書院跡指定 100周年記念展 

「渋沢栄一と中江藤樹・熊沢蕃山―高島市ゆかりの文化財とともにー」の開催について 

 

▼概 要 

 日本陽明学の祖として名高い儒学者・中江藤樹の居宅および私塾のあった地である藤

樹書院跡は、本県における国史跡第２号として大正１１年（１９２２）に指定を受け、

来年に１００周年を迎えます。 

 また、滋賀県立琵琶湖文化館は、昭和３６年（１９６１）３月２０日に県内初の本格

的公立博物館として竣工・開館してから６０周年の記念の年です。 

 本展は、このような記念の年を迎えるにあたり、琵琶湖文化館と地域をつなぐ展示会

として企画され、琵琶湖文化館収蔵品の中から湖西・高島地域ゆかりの作品を取り上げ

ます。特に、現在注目を集めている渋沢栄一に焦点を当て、高島地域との関係、中江藤

樹・熊沢蕃山や渋沢をめぐる人々の関係資料を紹介します。 

 あわせて、高島市ゆかりの文化財として、高島硯や雲平筆の他、令和２年度に修理が

完了した仏画など、貴重な仏教美術に触れていただく機会にもなります。 

 

▼会期 

 令和３年（２０２１）１０月２２日（金）～１１月１４日（日） ２４日間 

 ※毎週月曜日および１１月４日（木）は休館 

 

▼第１会場 

 高島市藤樹の里文化芸術会館 展示室１（高島市安曇川町上小川１０６） 

 【開館時間】９：３０～１６：３０ 

 【観覧料】無料 

 

▼第２会場 

 近江聖人中江藤樹記念館（高島市安曇川町上小川６９） 

 【開館時間】９：００～１６：３０ 

 【観覧料】高校生以上 ３００円（２０人以上の場合２００円）小中学生無料 

 

▼主催 

 滋賀県、滋賀県立琵琶湖文化館、高島市教育委員会 

 

▼協力 

 公益財団法人藤樹書院、藤樹神社 



▼展示構成と主な展示作品  

※第３章の一部は、第２会場の近江聖人中江藤樹記念館にて展示 

プロローグ 渋沢栄一と藤樹神社 

第１章 中江藤樹と熊沢蕃山 ―琵琶湖文化館収蔵品から― 

・中江藤樹書跡 1幅（琵琶湖文化館所蔵） 

・中江藤樹坐像 森大造作 １軀（琵琶湖文化館所蔵） 

・熊沢蕃山書跡 1幅（琵琶湖文化館所蔵） 

第２章 陽明学と渋沢栄一をめぐる人々 ―幕末維新の群像― 

・渋沢栄一書跡「青花落尽」 １幅（琵琶湖文化館所蔵） 

・徳川慶喜書跡 1幅（琵琶湖文化館所蔵） 

第３章 高島市ゆかりの琵琶湖文化館収蔵品と仏教美術 

  ・高島硯 1面（琵琶湖文化館所蔵） 

・天平筆 藤野雲平作 （琵琶湖文化館所蔵） 

・県指定 大般若経（安曇川町北船木・若宮神社所蔵、琵琶湖文化館寄託） 

・県指定 大般若経（朽木中牧・大宮神社所蔵、琵琶湖文化館寄託） 

・市指定 地蔵十王図 ２１幅のうち２幅（個人蔵） 

  ・市指定 釈迦十六善神像 １幅 

（朽木古川・大通院所蔵、高島歴史民俗資料館寄託） 

                   【展示作品件数：３１件】 

（写真パネル） 

  ・重文 千手観音二十八部衆像（武曽横山・大清寺所蔵、琵琶湖文化館寄託） 

  ・重文 阿弥陀如来坐像（朽木雲洞谷・洞照寺所蔵、琵琶湖文化館寄託） 

 

▼関連講演会 

【日時】１１月６日（土）１３：３０～１６：１０ 

【場所】高島市藤樹の里文化芸術会館 ホール 

 【参加費】２００円（当日支払い） 

 【定員】 １００名（事前申込制） 

【講座内容】 

① 「渋沢栄一と滋賀—その内面に与えた影響—」 

講師：井上優（滋賀県文化財保護課 主幹） 

② 「高島市指定文化財の仏教美術」 

   講師：山下立 氏（滋賀県立安土城考古博物館 主任技師） 

③ 「未来に守り伝える地域の宝～高島市指定文化財の修理報告～」 

   講師：坂田さとこ 氏（㈱坂田墨珠堂 代表取締役） 

 【申込方法】近江聖人中江藤樹記念館へ電話・FAXにて申込 

   TEL・FAX：０７４０－３２－０３３０（月曜日および祝日の翌日は休館） 

 

※新型コロナウイルス感染症の状況により、内容が変更または中止となる場合がありま

す。 

 

 



 

▼問い合わせ先 

 ○所   属：近江聖人中江藤樹記念館/教育委員会事務局教育総務部文化財課 

 ○担   当：早川〔中江藤樹記念館〕/山本〔文化財課〕 

 ○電 話 番 号：０７４０（３２）０３３０〔中江藤樹記念館〕 

０７４０（２５）８５５９〔文化財課〕 

 ○ファックス：０７４０（３２）０３３０〔中江藤樹記念館〕 

０７４０（２５）８１４５〔文化財課〕 






